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 東芝 CTユーザーであれば、「画論」に応募する事ができます。当たり前です

よね。ですが、「大学病院だから、色々な症例があるので、入賞できるんじゃな

いの？」「ハイエンドの CT装置だから、あんな画像が出るんだよね〜」という

お話を聞く事があります。確かに、大昔はそのような傾向はあったかもしれま

せん。20年位前では、ワークステーションで作成された「美しい画像」は、と

ても新鮮だったと思います。また、マルチスライス CTの登場によって、これま

でに表現の難しかった珍しい症例などが 3次元画像としてリアルに再現され、

益々「画論」の冊子がカラフルになってきました。ですが、過去の受賞画像を

よく振り返ってみると、320列から始まったと思っていた撮影が、実は数年も

前に 16列で行われていたり、すっかりスタンダードとなっている画像構築方法

が画論発祥だったりするのです。また、その中には、診療放射線技師のアイデ

ィアによって行われた検査も多く、単に「珍しい症例」だけでは受賞していな

い事に気付きます。 

 特に「テクニカル賞」が始まってからは、診療放射線技師の目線での評価が

加わり、より技術面が問われるようになりました。東芝の CT装置には、チルト

ヘリカル撮影やバリアブルピッチなど、他社にはない魅力的な機能が色々あり

ます。これらを上手く組み合わせた応募作品は、審査員の目を引く事が多いよ

うに思います。勿論、被曝線量は常にチェックされますので、AIDR3D 使用の

有無だけではなく、ピッチの使い方や撮影範囲なども細かく見ています。ここ

数年で、被曝低減への取り組みが当たり前となってきた事から、最近は、撮影

や造影方法を工夫した応募が多くなってきました。画像としてのインパクトは

少なくても、それを上回る創意工夫があれば、上位入賞の可能性は高くなりま

す。 

 私が、今年審査していて一番印象に残っているのが、Aquilion ONEのガント

リに直接置く事ができる発泡スチロール製の撮影補助具です。円形のガントリ

内に半円の巨大な発泡スチロールが配置された画像を見た時は、驚きと同時に

“やられた”という印象でした。こんなに大胆な発想は、意外と思いつかない

ものです。それを、実際に作ってしまったというのが素晴らしい。掌側指動脈



の動静脈奇形および瘤の 4DCTで、症例的にも Dynamic volume scan の有用性

が高いという事で、テクニカル賞と最優秀賞のダブル受賞となりました。受賞

者にお話を聞くと、当初は水ファントムを、寝台上ではなく空中に置ける方法

として考えられたようですが、現在は四肢撮影用としても用いており、撮影部

位以外への被曝低減対策も行われていたのも評価が高かった所です。是非、皆

様も参考にしてみて下さい。 

 さて、来年は？という所ですが、毎年の流れとして、前回の受賞作品と同じ

ような症例が多く応募される傾向にあります。正直言いまして、これは NGで

す。これからは、新しい領域への CT検査の応用がポイントになると思います。

超音波検査やMRI検査の様な情報が CTで得られるというのも“あり”ではな

いかと個人的には思います。是非、新しい視点で CT検査を見直してみるもの良

いのではないでしょうか？（被曝には常に配慮願います。） 

 東芝 CTユーザーであれば、「画論」に応募する事ができます。来年は、是非

応募してみませんか？ 

 

 


